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原子力発電所の「安全目標」に関する

米国の動向について

原子力運営部

＜璽旨＞ 最近， 米国において， 原子力発電所の安全性を定量的に評価し． それにもとづいて． 「安全目
標」を定めようとの提案がなさ れ た。今後なお多くの議論を要する問題ではあるが， 安全性評価の新ら
しい方向を示すものとして注目されるので， その概要を紹介する。

経 緯

原子力利用をすすめるにあたり， その安全性を

確保することは最優先の問題であり， それ故に，

安全性についての論議はこれまでにも盛んにおこ

なわれてきた。原子力の利用によって， われわれ

の生活にあらたな危険が付加されてはならないの

はもちろんであるが， 原子力の利用が個人および

社会にどう影響を及ぽすかをみるのはむずかしい

問題であり， 普遍的な評価方法はなかなか見出し
難いのが現状である。

この問題に対するぴとつの解答は， 原子力施設

（たとえば原子力発電所）の安全性についてそれ

を定量的に把握し， ある一定のレベルに達してお
れば受容可能であるとすることである。しかし，

安全性をある客観性のもとに定量的に評価し， か

っ， 一般の合意の得られる受容レベルを定めるこ

とは極めてむずかしく， 従来は上記のような議論

が観念的におこなわれているにすぎなかった。

しかし， 原子カエネルギーの利用経験が増すに

つれて， その安全性についてもある程度の定量的
な評価をくだすことができるようになってきた。

米国で1975年におこなわれた Reacゎr Safety 

Study （いわゆるラスムッセン報告）はその一例

で あ り， こ こ で は原子力発電所の安全性につい

て， はじめて大規模に確率論的な考え方を適用し

て， 定量的な結果を導いた。

その後も， 事故確率等をより正確に評価しよう
との努力はつづけられており， 特に， 1979年 3 月

のスリ ー マイルアイランド発電所における事故発

生以来， その作業は一層加速され， すでに米国で

は実際のフ゜ラントについて事故発生確率等の計算

がおこなわれている。しかし， 現在までの検討・

評価においては， 計算の基本的な条件設定等にあ

る仮定をおく場合が多く， 試算または研究の域を

出ていない。

一方， 安全性の受容レベルについては， 米国原

子力規制委員会 (USNRC) を中心として， 安全

性確保のうえで， めやすとすべき値について「安
全目標」（Safety Goal) を定めよう と の 作業が

おこなわれてきており， このほど第一段階の検討

が終了し， 一般からの意見を徴集するため， 官報

に公示されることになった。

この「安全目標」については， 今後長期間にわ

たって議論をつくすことになっており， 実際に適

用されるまでにはまだかなりの迂余曲折が予想さ

れる。いわば現段階ではひとつの試案にすぎない

が， 安全性の評価について政府機関が確率論的に

定量的なアフ゜ ローチを提案したという意味で， 今

後の安全性評価の進展に大きな足がかりを与える

ものであると思われるので， 以下その概要を紹介

する。

2 提案されている「安全目標」案の概妻

今回 USNRC から 提示さ れ た「安全目標」の

案は， 定性的安全目標と定量的設計目標とから構

成されており， それぞれの要旨は次のとおりであ

る。
(1) 定性的安全目標

ア 原子力発電所の運転によって， 公衆への危

険度に有意の増加が生じないような手段が準
備されねばならない。

イ 原子力発電所の運転によってもたらされる

公衆への社会的危険度は， 他の手段による発

電によってもたらされる危険度と同等かある

いはそれ以下でなければならない。

(2) 定量的設計目標
ア 個人的急性死亡への危険度

ある原子力発電所の事故によって生じるか
もしれないサイト周辺（発電所から1マイル
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